
 

 

 

 

 

 

 

 

 ＥＢＳＤデータから配向関数を計算する場合の注意点 
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概要 

 ＥＢＳＤよるデータから配向関数を計算する場合、ＥＢＳＤ測定のｅｕｌｅｒ角度からＯＤＦ解析を 

   を行い配向関数を計算する方法とＥＢＳＤ解析ソフトウエアでＯＤＦ解析を行った結果から極点図を 

作成し、配向関数を計算する方法があります。 

ＥＢＳＤでは通常Ｈｅｒｍｏｎｉｃ法が使用され、平滑化されたＯＤＦ図が作成されています。 

よって、計算される極点図も丸みを持った極点図が作成されます。 

一方、ＥＢＳＤ測定のｅｕｌｅｒ角度データをＥｘｐｏｒｔし、外部でＯＤＦ解析を行う場合 

ＬａｂｏＴｅｘのＡＤＣ法、ＭＴＥＸのＨｅｒｍｏｎｉｃ法により異なったＯＤＦ図が計算されます。 

多分、ＥＢＳＤで計算される極点図はＭＴＥＸに近い極点図が計算されると思います。 

以下にａｎｇデータをＬａｂｏＴｅｘ，ＭＴＥＸでＯＤＦ計算し、極点図から配向関数を比較してみます。 

 

 

 ＯＤＦ解析手法Ｈｅｒｍｏｎｉｃ（間接法）、ＡＤＣ（直接法）により極点図の極密度が異なります。 

  

   極点図から計算される配向関数は異なる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＭＴＥＸによる解析（ＦＷＨＭ＝２５ｄｅｇｒｅｅ、ｄｅｆａｕｌｔ） 

 

  

ＭＴＥＸからＥｘｐｏｒｔした極点図から配向関数計算 

 



ＬａｂｏＴｅｘによる解析（ｅｕｌｅｒ角度によりＯＤＦに積算される） 

 

ＬａｂｏＴｅｘの計算結果(ＴＤ右)   ＥＸｐｏｒｔした極点図（ＴＤ左） 

  

 

 



まとめ 

 ＯＤＦ解析には直接法と間接法があります。 

 直接法としてはＷＩＭＶ法、ＡＤＣ法があり、間接法にはＨｅｒｍｏｎｉｃ法があります。 

 直接法では計算の打ち切りが難しいがゴーストは少なく、ｒａｎｄｏｍ定量が可能 

 Ｈｅｒｍｉｎｉｃ法はＯＤＦ図が平滑化されて計算され、高い方位密度の場合、ゴーストが多く 

計算される。 

配向関数を計算する場合、測定データに近い値を計算するのであれば、直接ａｎｇデータを 

ＬａｂｏＴｅｘで計算する手法を薦めるが、ＥＢＳＤソフトウエアで計算したＯＤＦ図や極点図と 

共に配向関数を纏めるであれば、ＥＢＳＤで計算した極点図をＥｘｐｏｒｔする手法を勧めます。 

ＭＴＥＸとＬａｂｏＴｅｘで比較すると 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



追加 

ＥＢＳＤデータをＭＴＥＸ，ＬａｂｏＴｅｘで解析しｒａｎｄｏｍｒ定量比較 

ＭＴＥＸ 

  

ＬａｂｏＴｅｘ 

  

 

 Ｈｅｒｍｉｎｉｃ法のＭＴＥＸではゴーストの影響でｒａｎｄｏｍ領域に乱れが発生しているが 

 ＡＤＣ法であるＬａｂｏＴｅｘではゴーストはなく、ｒａｎｄｏｍ猟奇に乱れは発生していない。 

 乱れの判断は、方位密度１．０以下の点数の大小と、最大値の大きさから判断できます。 

 

ＬａｂｏＴｅｘでは、ｒａｎｄｏｍ領域に乱れがなく、ｒａｎｄｏｍ＝０．０％を検出しているが 

ＭＴＥＸの結果はｒａｎｄｏｍ＝４％が計算されている。 

 


